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エ ジプ ト の 織 物 断 片 の 劣 化 状 態（ 第2 報 ）

女 大家 政　 ○ 小 原 奈 津 子　 菊 地 美 知 子　 中 山 栄 子　 豊 田 春 和

被　　服

（ 緒 言）　 早 稲 田 大 学 古 代 エ ジ プト 調 査 委 員 会 に よ り 調 査さ れ た、 エ ジプ ト ・ ア ラ ブ 共 和

国 ル ク ソ ー ル 市 西 岸 の「 貴 族 の 墓 」 か ら。 多 数 の ミ イ ラ と 共 に 包 帯 な ど の 織 物 が 発 掘さ れ

た。 こ の 墓 内 は 外 部 の空 気 と は 通 じ てい る が、 低 湿 度 で 光 が 全 く 入 ら な い 状 態 に あ る。 我

々 は。 こ れ らの 織 物 断 片 の 組 織、 構 造 な ど の 織 物特 性 を 明 ら か にす る と 共 に、 長 期 に わ た

り。 こ の よ う な 特 殊 な 環 境 下 で 保 存さ れ て き た 繊 維 の 劣 化 状 態 につ い て 検 討 し て き た。 本

報 で は。 前 回。 織 物 特 性 を 報 告 し た 織 物 断 片（E ≪08~ 15 ） に つ い て。 化 学的 見 地 か らそ の

劣 化 状 態 を 分析 し た 結 果 を 報 告 す る。

（ 実 験 ）　 試 料：　上 記 の 発 掘 さ れ た 織 物 断 片（E ＼(08～15, 但 しEH12 は 除 く ） お よ び 比 較 試

料 とし て 類 似 の 組 織 の 亜 麻 織物(  SWOl) 。 酸 化 度：　試 料 中 に 存 在 す る カ ル ボ ニ ル 基 量 を セ

ミ カ ル バ ジ ッ ド 法 に よ り。 カ ル ボ キ シ ル 基 量 を ダ イ ナ ミ ッ ク イ オ ン 交 換 法 に よ り 各 々 測 定

し た。 重 合 度：　試 料 を セ ル ロ ー スフ ェ ニ ル カ- バ ニ レ ー ト に 誘 導 体化 し。 高 速 液 体 ク ロ マ

ト グ ラ フ ィ ー で 測 定 し た。 結晶 化 度:　Ｘ 線 回 折 法 を 用 い て、 結 晶 化 度 をSegal ら の 方 法 で、

微 結 晶 の 幅 をScherrer 式 を 用い て 求 め た。

（ 結 果 ）　 ほ と ん ど の 発 掘 試料 中 の カ ル ボニ ル 基 は100 μ・ol ／glucose unit 以 上 存 在し、 こ

の よ う な 低 湿 度 で 光 の 当 た ら な い 条 件 下 でも。 空 気 中 の 酸 素 に よ り 酸 化 が 進 ん で い る こ と

が 考 えら れ る。 ま た、 重 合 度も 低 下 し て お り。 た と え ばE ≪08の 重 合 度 は 約540 で あ っ た こ と

か ら、 分 子 鎖 の 切 断 も 起 こ っ て い る こ と が 窺 わ れ る。 一 方、x 線 回 折 か らは、 結 晶 化 度 お

よ び 微結 晶 の 幅 共 に,      SWOl と 発 掘 試 料 と の 間 に 顕 著 な 差 は 認 め ら れ な か っ た。
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昭 和女 子 大 家 政　 ○滝 沢 智 嘉　 小 原 奈 津 子　 豊 田 春 和

緒 言　　 羊 毛 の セ ッ ト 性 向 上 を 目 的 とし て、 数 種 の イソ シ ア ナ ート や エ ポ キ シ ド を 用い て

羊毛 の 化 学 修 飾 を 試 み。 そ れ ら のセ ット 挙 動 へ の 影 響を 検 討 し、 芳 香 環 を 有 す る フ ェ ニ ル

イッ シ ア ナ ート （ＰＩ）お よ び フX.
   
ニ ル グ リ シ ジル エ ― チ ル（PGE ） 処 理 に よ る セ ット 性 向 上

へ の 効 果 が 明 ら か に な っ た。 本 報 で は 羊毛 に 脂 環式 化 合 物 で あ る シ ク ロ ヘ キシ ル イ ソ シ ア

ナ ート （ ＣＩ） を 用 い た 処 理 を 試 み。 そ の セ ッ ト 性 へ の 影 響 を 他 の 処 理 の 場 合 と 比 較 検 討 し

た。 さ ら にCI 処 理 に よ る 繊 維 へ の 機 械 的 性質 お よ び 微細 構 造 へ の 影 響 に つ い て 検 討 し た。

実 験　　 試 料：　エ ―テ ル で ソ ッ ク スレ ー 抽 出し。 精 製 し たJIS 染 色 堅 ろ う 度 試 験 用 毛 添 付 白

布お よび リ ッ コ ル ッ 羊毛 繊 維。CI 処 理Ｓ　試 料 をDMF で 膨 潤 さ せ た後、 窒 素 雰 囲 気 下 で1  .25 ～

5.00e ／g・wool｡ のCI ／DMF溶 液 中 で60~  65V..     2～ ６時 間 反 応 さ せ た( 浴 比１：150 ）。　伸 長 セ ット

性 試 験：　Speak  nan の 方 法 に 準じ、 試 料 を1  .25 倍 に 伸 長し 沸 騰 水 中 で セ ット し。 風 乾 後 一 時

セ ッ ト 率 を 求 め。 さ ら に 試 料を 弛 緩 状 態 で 沸 騰 水 中 で１時 間あ る い は0.5 時 間 浸 漬し 風 乾 し

た 後 永 久 セ ット 率 を 求 め た。 引 張 試 験：　標 準 状 態 に お い て20iiim／iiinで 引 張 試 験 を 行 っ た。

微細 観 察：　走 査 型 電 子顕 微 鏡JSM-T300    ( JEOL 製 ） を 用い た。

結果　　 伸 長 セ ッ ト 性 試 験 のCI 処 理 試 料 の セ ッ ト 率 は、 未 処 理 試 料 よ り 若 干 高 か っ た が、

PIお よ びPGE 処 理 ほ ど に は セ ッ ト 性 向 上 に 対 す る 効 果 は 認 め ら れな かっ た。 ま た他 の イ ソ シ

ア ナ ート 処 理 に 比 べCI 処 理 試料 の 強 度 低 下 は や や 大 き か っ た。 一方、 電 顕 観 察 で は 他 の 処

理 ほ どCI 処 理 で は 繊 維 の 損 傷 が 認 め ら れ な か っ た。
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